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Web情報検索のためのBlog情報に基づくトラスト値の算出方式
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あらまし 本論文では，Blogサイトの解析により Blog投稿者が詳しい知識を持つ分野を推定するとともに，この推

定に基づいたWebコンテンツのトラスト評価手法を提案する．また，このトラスト値を利用した検索質問と検索結果

の修正手法により，検索エンジンの改善を行う．リンク構造解析に基づくWebページのランキングは，一般に有名な

サイトのランクが高くなるが，マイナーではあるが有用なサイトを検索することが困難である．また，ユーザによる

リアルタイムの情報発信が増加している状況においては，生成されるコンテンツやこれらを結ぶリンク群は未整備で

あることが多く，従来手法は適用できない．そこで，Webコンテンツの評価を与えている Blogサイトを解析すること

で，ユーザに有用なサイトの推薦が可能な手法を提案する．
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Abstract In this paper, we presume the field which Blog contributors know well by analysis of the Blog sites, and propose a

trust evaluation technique for Web contents based on this presumption. Moreover, we improve a search engine by the modi-

fication technique of search queries and search results by useing the trust value. Although the rank of famous sites is usually

high by way of ranking methods based on link structural analysis, it is not fit for searching minor but useful sites. Furthermore,

in the situation in which real time information dissemination is increasing, contents and their links are not be supported, so

conventional technique is not efficient. Therefore, we propose a technique of ability to recommend useful sites in analyzing

Blog sites which have given evaluations for Web contents.
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1. は じ め に

近年Web上における双方向の情報のやりとりが活発化してき

ており，電子掲示板やWiki [6] といたWebを訪れるユーザ自身

がコメントを書き込み参加するタイプのシステムが広く利用さ

れてきている．これらのシステムの上では，コミュニケーショ

ンにとどまらず，例えば商品の評判情報に関する意見交換をす

ることも少なくない．また最近では，他のWebページを参照し

書き手の独自の視点により積極的にそのページを批評する内容

の記事を記すというタイプの Blog(Weblog)が広まりつつある．

一方，Web上から広く情報を探し出すために使われている検

索エンジンには問題点が挙げられる．一つ目には，検索エンジ

ンで使うためのインデックス構築のために手間と時間がかかる

ことが挙げられる．Web上には日々新しいページ群が追加され

るため，その膨大な Web空間すべてを回り尽くすのは困難で

ある．また，Googleで用いられているランキング手法である

PageRankはその計算に数日を要する [5]．このため，最近更新

されたWebページや今話題となっているトピックを追うことが

できない．

二つ目として，現在の検索エンジン構築手法で主流となって

いる解析に基づくランキングアルゴリズムでは，有名なページ

のみが上位に提示されやすいという問題点がある．リンク解析



図 1 Blog情報を用いた検索結果修正の概要図

型手法では，Web上で他の多くのページからリンクされている

ページであるほど価値が高いと判断され，結果的に多くのペー

ジ・多くの人に知られている有名なページが上位にランク付け

される．しかし，検索エンジンを利用するユーザは有名なペー

ジを欲しているとは限らず，自分の欲している情報の載った有

用なページを求めている．このため，すべてのリンクが推薦で

あると見なすリンク解析型の手法ではなく，他の人が推薦する

ページを重要視するという手法の方が直感的であると思われる．

そこで本論文では，Blog情報を用いたWebページのランキ

ング手法と検索システムについて提案する．Blogでは，書き手

が自発的に新たに発見した Webページに対する参照とともに

文章を添えて記事にするため，Blogサイトを解析することによ

り，Web上に新たに追加されたコンテンツや最近の話題などを

追いやすくなる．また，Blogの記事の中の文章が参照している

ページに対する評価と取れるため，書き手が参照先のページに

ついてどの程度の評価を下しているのかも推定できると思われ

る．さらに，すべての Blogの記事の下す評価を均等に扱うの

ではなく，あらかじめ記事の書き手がどのような分野の知識に

ついて詳しいのかということを熟知度という形で推定し，評価

されるページはその分野についての信頼性が高いものとする．

これにより，単に Blog記事で評価されたスポーツに関する記

事という形ではなく，野球について詳しい人が良い評価を下し

たスポーツの記事という形で提示することが可能になる．本論

文では，これらの考えに基づき検索システムのプロトタイプの

製作を行い，システムの検証を行った (図 1)．

以降，第 3章にて BlogサイトからどのようにWebコンテン

ツに対する評価を取得するかを述べる．ここで，Blogの書き手

がどのような分野の知識について詳しいのかを表す熟知度を解

析により計算するための手法を述べる．また，この熟知度を利

用して Web上のページの信頼性を評価値という形で一般的に

提示するための手法を述べる．

第 4章では，第 3章で述べたページの評価値を利用して，ど

のように検索システムの枠組みを構築するのかを述べる．ここ

では，ユーザの入力する検索キーワードからその語がどのよう

なカテゴリに属するのかという情報を付加させる検索質問の拡

張の手法につて述べる．また，Blog情報を用いて現在存在する

検索エンジンの出力結果をより改善するための手法を述べる．

第 5章で，これらの手法を基に作成したプロトタイプシステ

ムの実装と動作概要を述べる．また，このプロトタイプシステ

ムを通じて得られた問題点や改善点についてまとめる．このた

めにまず，第 2章で基本的事項と関連研究について説明する．

そして，第 6章で結論を述べる．

2. 基本的事項及び関連研究

2. 1 基本的事項

2. 1. 1 Blogについて

Blogとは，Web上で見つけた情報を個人的にメモしておくと

いう形を発端とし，現在は他のWebページを参照しその内容に

ついて書き手の独自の視点から記した文章を添えるという形式

となっている．また，日々記事が追加されるため時間変異が大

きく，Blog情報を用いることで最近の話題等を追いやすい．さ

らに，そのような Blogのサイトを構築するためのスクリプト

も充実してきており，例えば MovableType [7]では，タイトル

や日付といった情報だけでなく，記事の分類・過去ログの自動

管理・ひな形といった機能を持っていて，ユーザがより記事を

書くことに集中できるよう作られている．なお最近では，この

ような Blog環境の変化に伴い，独自の視点の記事と他のペー

ジへの参照というスタイルにとらわれず，書き手が自由な形式

で記事を書き上げていく Blogサイトも増えてきている．本論

文で想定する Blogサイトとは，他のWebページへの参照に書

き手の独自の視点による評論的な文章を添える形式の記事を載

せるサイトである．

2. 1. 2 Blogクローラ

我々のグループでは，幅広く Blogに関する研究を行うため

に，Web上から実際の Blogのサイトや記事の情報を集めてく

るための作業を行っており，このための Blogクローラを製作し

ている．現在は，特定の Blogポータルサイト上から新しく更新

された Blogサイトの情報を RSS(RDF Site Summary: Weサイ

トの概要を記述したメタデータファイル)の形式で取得し，RSS

の記述を基に実際の Blogサイトへアクセスすることで書き手

や記事の情報を取得し，RDBMSに保存するという流れになっ

ている．本研究で制作したプロトタイプでは，我々のグループ

が製作した Blogクローラにより集められたデータを用いて実

験を行っている．．収集した Blogのデータは今後，新たな情報

検索システム作りのために利用することを想定している (図 2)．

2. 1. 3 茶 筅

茶筅 [10]は，奈良先端科学技術大学院大学の自然言語処理講

座で開発されている日本語の形態素解析エンジンであり，他の

システムからの利用が容易となるよう用意されている．本論文

では，Blogの書き手の熟知度を推定するために Blogの記事に

含まれる文章から特徴語をキーワードとして抽出することを

行うが，この作業のために茶筅を利用した形態素解析を行って

いる．

2. 2 関 連 研 究

2. 2. 1 オークション取引における評判管理

山本らは，オークションなどのオンライン取引において取引

後互いに評価をつけ合うシステムを想定し，ポジティブな評価

をつけるかどうかに基づく評価システムと，ネガティブな評価



図 2 Blogクローラを利用した Blog検索システム

をつけるかどうかに基づく評価システムのどちらがうまく機能

するかをシミュレーションにより検証している [2]．Web上の

コンテンツに対する評価情報を考え，またそれらを検索エンジ

ン上で利用することを想定している点で，本論文とは異なる．

2. 2. 2 ピアの評判情報の取得

Sepandarらは，Peer to Peerネットワークにおいて，まだ見知

らぬピアが良いピアであるかどうかをあらかじめ評価づけるた

めに，既知のピアすべてに対象とする未知のピアの評価情報を

尋ね，その評価に自ピアから見た既知のピアへの評価情報を重

みづけて，擬似的な評価を求めるというアイディアを述べてい

る [1]．すなわち，あるピア iから見た未知のピア kの評価はピ

ア i の既知のピアを j として
∑

j
(cijcjk) の形で表される (cij

はピア i からみたピア j の評価値)．Web上のコンテンツが評

価され，またその評価結果を用いて検索エンジンを改善するこ

とを想定しているという点で，本論文と異なる．

2. 2. 3 Annotea

Annoteaは，W3Cの Annotea Project [4]にて行われている

Web・アノテーションシステムである．Annoteaは，掲示板等の

ないどのようなWebページであっても複数の訪問者が注釈を寄

せることができ，また寄せられた注釈を閲覧することもできる

システムである．そしてさらに、寄せられた注釈をメタデータ

として利用することも想定されている．コンテンツに寄せられ

るコメントや評価情報をインターネット上に広く存在する Blog

の記事から取得するという点で，本論文とは異なっている．

2. 2. 4 評判情報検索

立石らは，Web上から商品に関する評判情報を取得するため

の手法について述べ，通常の検索エンジンとの精度比較による

評価を行っている [3]．立石らは自然言語解析によるアプローチ

を取っており，「好き」「お勧め」といった良い評価を与える単

語と商品名に対し，て文末表現や助詞の出現から評価として適

正かどうかの判定ルールを作り，評判情報収集の精度を上げて

いる．本論文では，Blogの記事から参照されたページは書き手

図 3 書き手の熟知度の取得

からどの程度良い評価を与えられているのかを判定する手法を

提案するが，ここで立石らのアプローチを参考にできるものと

考える．

3. Blogサイトの持つ評価情報

3. 1 Blogサイトの信頼性の推定

本論文では Blogの記事中から他のWebページへ良い評価を

下しているのかを取得することを目的としているが，その前に

そのような Blogのサイト，つまり Blogの記事の書き手自身が

そもそも信頼できるのかどうかを推定する必要がある．

Blogサイトには，タイトル・日付・書き手の名前・記事の属

するカテゴリといった Blogの記事そのものに付随する情報以

外にも，Blogサイトの信頼性を決定するための要素が挙げられ

る．例えば，どれだけ多くのユーザに読まれているか (人気)，

最近の注目のトピックやニュースを早く記事として載せている

か (すばやさ)，記事中で参照するコンテンツを他の信頼できる

Blogサイトも紹介しているのかどうか (正確さ)，他のサイトか

らより多く支持されているか (参照)，などが要素として挙げら

れる．

また Blogでは，記事中から他の Blogサイトへのリンクを張

ることもよく見られ，ここから Blogサイト同士の結びつきに

よりコミュニティ性が生まれる．そして，このコミュニティ内

である特定のトピックに対し一連の議論の流れが起こる．それ

らの議論の中から，議論の最初の起点となる記事を書いた，一

連の議論をより大きく盛り上げる文章を書いた，などの議論に

影響を与えた Blogサイトを判定することができる．このよう

な判定を統計的に行うことによりそれぞれの Blogサイトの特

性を計り，これらを基に Blogサイトの信頼性を各特性の度合

いを反映したプロファイルとして構築することが考えられる．

これを利用し，「最近盛んに議論されているトピックが欲しい」

などの側面を利用した検索というものも考えられる。

3. 2 書き手の熟知度の取得

本論文では，検索結果の改善を行うという目的のために，Blog

サイトの持つ多岐にわたる特性の中から，特にどのようなカテ

ゴリの知識について Blogの書き手が詳しい知識を持っている

のかという指標を熟知度として求めるという手法を取る．ある



Blogサイト上の一人の書き手による記事すべてについて，記

事の中から複数のキーワードを抽出して，それらのキーワード

がどのようなカテゴリに属する言葉なのかという情報を基にし

て，元の Blog記事の書き手がこのカテゴリごとにどの程度詳

しい知識を持っているのかを定めこれを熟知度とする (図 3)．

具体的には，まず，各 Blog記事の文章を形態素解析等にか

けて名詞と判定された語句を抽出しこれを記事についてのキー

ワードとする．次に，ある一人の書き手により書かれた記事す

べてについてこのキーワードを集計しその出現頻度を取り，頻

度の高い上位の語いくつかをこの書き手の特徴キーワードと

定める．そして，個別の特徴キーワードごとにそれがどのよう

なカテゴリに属する言葉なのかを，OpenDirectory [8]等のカテ

ゴリ検索サービスを用いて階層的情報として取得する．例え

ば「野球」という単語の場合，OpenDirectoryを用いた検索では

「Top: World: Japanese:スポーツ: 野球」という階層的位置にあ

るカテゴリに属する単語であると取得できる．このようなカテ

ゴリ情報に，元の特徴キーワードの出現頻度に応じた数値を添

え，これをカテゴリ毎の詳しさの指標とする．この解析を Blog

の書き手ごとに行うことにより，どのような書き手がどのよう

な分野についてどの程度詳しいのかというデータとして利用す

ることができる．

3. 3 記事からの良評価の取得

Blogの記事の中では他のページへの参照が含まれるが，それ

らのページすべてが良い評価を与えられた上で参照されている

とは限らない．そこで，各 Blog記事が参照先のページに対し

肯定的な評価を下しているのかどうかを，簡易な言語解析によ

り判断する．立石らの研究 [3] を基に，記事中の他ページへの

参照箇所周辺で「好き」「最高」といった単語の単純なマッチン

グ処理と否定表現の有無により，参照先のページに良い評価を

与えているのかどうかを判断する．ここでは，他ページを参照

している箇所からどの程度離れた出現箇所かと肯定的表現の単

語の種類により，評価の度合いを値として判断することを想定

している．他の近似的手法としては，現在のリンク解析的手法

と同じようにすべての参照を同じ一定の評価を下しているもの

と見なす場合や，Blog記事の書き手に具体的に数値として投稿

してもらうなどの場合が考えられる．

3. 4 コンテンツの信頼性の提示

複数の Blogの書き手について，他ページに対しての良い評

価の度合いである評価値 (3. 3節)を合わせることにより，参照

されたページのコンテンツそのものの信頼性をカテゴリ毎に提

示することができる (図 4)．ある一つの特定のページについて

複数の書き手が評価を下している場合，その評価値から書き手

の熟知度における詳しさの度合いに応じて重み付けした正規化

処理により，一つの評価値を求める．例えば，ある特定のカテ

ゴリについての熟知度が書き手 aは 0.9,bは 0.2,cは 0.2であ

り，この三人が特定のあるページについてそれぞれ 0.8, 0.3, 0.2

という評価を与えていた場合，正規化処理により求められるこ

のコンテンツの一意の評価値は 0.65...となる (図 5)．

また，Blogの書き手 iについて，特定のトピックについて書

き手の熟知度 ki，これら書き手が特定のページに pi の評価を

図 4 コンテンツの信頼性を表すトラスト値の算出

図 5 コンテンツの評価を定めるための正規化処理の例

つける場合の，このページのこのトピックについてのトラスト

値 T (p)とした場合、定式化すると以下のようになる

T (p) =
k1 ∗ p1 + k2 ∗ p2 + ...

k1 + k2 + ...
=

∑
i
ki ∗ pi∑
i
ki

この操作を書き手の熟知度のカテゴリ毎に行うことにより，

コンテンツの一意の評価値をカテゴリ毎に求めることができる．

本論文では，このような評価値をコンテンツに対する信頼性の

一種ととらえ，トラスト値と呼ぶことにする．つまりトラスト

値とは，Blogサイト自体の信頼性を推定し，信頼できる Blog

サイトから良い評価を持って参照されたページを良しとする，

コンテンツの信頼性を表す指標である．これにより例えば，野

球というトピックに含まれるキーワードを記事の中で多く記す

Blogの書き手がいる場合，その書き手が記事中で肯定するペー

ジは野球というトピックに対してのトラスト値が高く，野球と

いう内容についてそのページのコンテンツは信頼性が高いとな

る．そして，そのようにして求めるトラスト値の具体的な利用

法として，検索結果の改善に用いるという手法を提案する．こ

れについては次の節で述べる．



図 6 Blog記事文章も参照先ページ検索に利用

4. Blog情報に基づく検索結果の改善

4. 1 Blog情報を用いた検索

通常の検索エンジンでは，ユーザの入力する質問キーワード

Q(Query)と Webページのコンテンツの内容 C(Content)から，

Qのキーワードが本文の中に含まれているような C を探しだ

し，それを各々の持つランキング手法に基づき並び替え提示し

ている．本論文の提案する手法は，この C と Qに Blogの記事

情報 B を加えた中で，通常の検索エンジンの出力結果を改善

することでユーザにとって有用に情報を提示するものである．

他のWebページを参照し良い評価を下している Blog記事は，

このままではそのWebページにとってのメタデータと見ること

はできない．しかし，記事の内容や Blogサイトの信頼性が吟

味されることにより，Blogの記事は参照先のWebページのコ

ンテンツ内には直接は書かれていないがコンテンツの内容をよ

り詳しく説明しているメタデータの一種であると見なせる．こ

のように Blog情報をメタデータとして用いることで，ユーザ

の入力する質問 Q のキーワードがコンテンツ内に直接含まれ

るかどうかだけで判定を行う従来型の検索エンジンをより拡張

することができる．その具体的な利用方法として，4.2節で参

照先キーワードの補完を，4.3節で検索質問の拡張を説明する．

4. 2 参照先キーワードとしての利用

Blogの記事から参照している他のWebページについての説

明文章であると見なすという手法が考えられる．これは，参照

先のページに直接は書かれていないが，その内容に意味的に近

い用語が参照元の Blogの記事中には含まれていることが多い

ことを利用する．例えば，ユーザがQという検索キーワードを

入力した場合，通常の検索エンジンではその Q という単語そ

のものが本文に含まれるページしか提示できないのに対し，提

案手法では，Qを含むような内容の文章である Blog記事を見

つけ出し，その記事から参照されているページをユーザに提示

することが可能になる (図 6)．これは，Blog情報を用いてWeb

ページを検索するための仕組みとして用いることができる．

4. 3 検索質問の拡張

二つ目として，通常の検索エンジンの出力結果をより吟味し

たものに改善するための手法が考えられる．これは，一方で

ユーザの入力する検索キーワードを通常の検索エンジンに入力

して結果を受けとり，他方で検索キーワードを基にした他の情

報を付け加えて検索質問の拡張を行って，その拡張情報を基に

図 7 検索質問の拡張

Blog情報による検索を行い，この Blog情報による検索を利用

して先の通常の検索エンジンの出力結果のページ集合から適切

なページを優先し，最終的にユーザに提示しようというもので

ある (図 7)．

検索キーワードを基にした拡張情報として，具体的には検索

キーワードの単語がどのようなカテゴリに属するのかという

情報を利用する．これは，3. 2節での手法と同様に，OpenDi-

rectory [8]等のカテゴリ検索サービスを利用して取得する．今，

3. 4節の手法により各Webページにはカテゴリ毎の評価値がつ

けられていると想定すると，検索キーワードから推定したある

特定のカテゴリについて，その評価値の高いWebページを優先

するという流れになる．これにより，最終的にユーザに提示す

るページの適合性を，カテゴリ的な一致によるものと Blog情

報からの評価値によるものの双方から判断していることになる

(図 8)．

そして，通常の検索エンジンの結果と Blog記事に対する検

索の結果の両方をユーザ側に提示するため，両者を統合して出

力する必要がある．ここでは，Blog記事により与えられるWeb

ページの評価値を用い，通常の検索エンジンの出力結果のラン

キングを行い提示することを考える．具体的には，カテゴリ毎

のWebページの評価値に基づき，

• 評価値の高い順にWebページをランキングする．

• 検索キーワードの単語の属するカテゴリについて，その

カテゴリでの評価値の得られていないページをフィルタリング

して表示させない．

• 評価を与えているような Blog記事そのものを参照先ペー

ジとともにユーザ側に提示する．

といった手法が考えられる．これにより，単にコンテンツ内に

キーワードを含むかどうかだけの判断ではなく，カテゴリ的に

詳しい人からの支持があるかどうかという判断を用いて，提示

コンテンツの信頼性を高めることができる．

5. プロトタイプシステム

3節と 4節で述べた提案手法を基にプロトタイプシステムを

作成し評価実験を行った．このプロトタイプの処理の流れと，

評価実験を通じた考察を行う．



図 8 キーワードのカテゴリ一致による検索結果の改善

5. 1 実 装 環 境

プロトタイプで用いた Blogの情報は，2. 1. 2節で述べた Blog

クローラを用いて取得してきた実際の Blog記事のデータであ

る．今回，170の Blogサイトと記事の書き手の情報，それら

の人の書く 1185個の Blog記事，それらの記事から参照され

ている 2061個の Webページの URI(同一ページ含む時別々の

記事なら重複許す)の有効なデータを基に，システムを作成し

た．システムでは，書き手ごとの熟知度算出の部分に Perlを

用い，Blog情報を基にした検索システム部には Visual Sutido

.NETの C#を用いた．また，Blogの記事等のデータは MySQL

を用いて RDBMSにより管理している．Blogの記事からの単

語抽出には茶筅 [10] による形態素解析を用い，単語からの属

するカテゴリ情報の取得には Yahoo!Japanのディレクトリ型検

索システム [9] を利用した．また，実験に用いたマシンは OS:

Windows2000/CPU: Pentium4 1.5GHz/メモリ: RDRAM 1GBで

ある．

5. 2 インターフェース

ユーザの側から見たシステムの利用法について述べる．

Blog情報を基にした検索を行うシステムの画面は，図 9のよ

うなものである．ユーザはまず，検索したい事項についてキー

ワードにてシステムに入力する．システムは，キーワードを

基にした通常型の検索エンジン・キーワードのカテゴリ推定・

Blog情報からの評価値に基づき，該当するページ・そのページ

を参照している Blog記事・どのようなカテゴリについて評価

を得られているのかをまとめたものを一覧として表示する．

5. 3 システムの処理の流れ

システムが動作するにあたって，Blog記事の書き手ごとの

熟知度計算は前もって処理している．この処理の流れを以下に

示す．

（1） Blog記事の書き手ごとに，ある特定の人により書かれ

たすべての記事を取得する．

（2） 記事中のすべての本文とタイトルについて茶筅 [10]に

よる形態素解析を行い，名詞 (固有名詞含む)と未知語 (主にカ

タカナ語・アルファベット語)と判定されたものを集計する．

図 9 プロトタイプシステムのインターフェース

（3） 集計された単語について出現頻度の高いものから順に

40個を取得し，これをその書き手の特徴キーワードとする．

（4） 個々の特徴キーワードごとに，Yahoo!Japan [9]のディ

レクトリ検索を用い，キーワードの属するカテゴリ情報を階層

的に取得する．複数のカテゴリが該当する場合は上位 10個ま

でを取得し，該当するカテゴリがない場合はその特徴キーワー

ドは使わないこととした．

（5） 書き手ごとに最大 400個あるカテゴリ情報を保存して

おく．この操作をすべての Blog記事の書き手ごとに行う．こ

れらはプロトタイプシステム上での動作に用いる．

また，これらの前処理に基づくデータを利用して，システム

がどのように動作しているのかを以下に示す．

（1） ユーザがシステムに検索したい事項をキーワードの形

として入力する．

（2） 入力されたキーワードを基に，Yahoo!Japan [9]のディ

レクトリ検索を用い，キーワードの属するカテゴリ情報を階層

的に取得する．複数のカテゴリが該当する場合は上位 10個ま

でを取得し，該当するカテゴリがない場合はここで処理を終了

する．

（3） ユーザの入力したキーワードを基に Googleによる検

索を行い，その結果上位 500件までを取得する．

（4） 上記の結果一ページごとに，そのページを参照してい

るような Blog記事を探し出し，同時にその Blog記事を書いて

いる書き手も取得する．

（5） 該当する Blog記事の書き手の熟知度より，詳しいと

されるカテゴリ情報すべてを取得する．

（6） 詳しいとされるカテゴリすべてについて，先にユーザ

の入力キーワードより推定されたカテゴリ一つずつと比較を行



図 10 プロトタイプシステムでの処理の流れ図

う．このとき，カテゴリの階層構造を利用し，書き手の詳しい

カテゴリがユーザ入力キーワードのカテゴリよりも上位に位置

するものも，比較により一致したものと見なす．

（7） 一致したカテゴリについて，カテゴリ情報・Blog記事

のタイトルとその内容・Blogの書き手の名前・参照先ページ，

をセットとして保持する．

（8） 一致した事項についてそれらを一覧としてユーザ側に

提示する．

これらの前処理とプロトタイプシステムの処理の流れを表し

たものを図 10に示す．

ここで，プロトタイプシステム上での処理の流れの 3番目

の処理では，Google等の一般的な検索エンジンを使うほかに

Blog情報を用いた緩和も考えられる．これは 4. 2節で述べた考

えを用い，処理を以下のように置き換えたものである．

• ユーザの入力したキーワードを記事の本文中に含むよう

な Blog記事を探し出し，それら該当する Blog記事すべてにつ

いて記事中から参照されているページを取得する．

プロトタイプシステムではこのような処理も比較対照として実

装している．ここでは，前者をGoogleを介したアプローチ，後

者を Blog情報を用いた緩和アプローチと呼ぶことにする．

なお今回は，各カテゴリごとに書き手がどの程度詳しいのか

の処理は行わずにすべてのカテゴリについて等しく詳しいとし，

記事中での参照先についてどの程度良いと評価を下しているか

についても参照リンクが存在するならすべて一様に良いと評価

しているものとした．このため，各ページごとの評価値計算は

省いており最終的な評価値によるランキングに基づいた並び替

えは行わず，該当するものを順に提示するものとしている．

5. 4 考 察

いくつかのキーワードを基にプロトタイプシステムを通じて

行った実験結果に対する考察を以下に述べる．

• Googleを介したアプローチでは，カテゴリ一致まで含め

ると最終的に該当する結果がほとんど得られないことが多かっ

た．Googleの返す結果上位 100件により先に実験を行っていた

ところを，この問題を解決するために上位 500件までに拡張し

て行うようにしたが，それでも結果が得られないことが多かっ

た．これは，そもそも Googleの検索結果として返すページ群

へ参照をしているような Blog記事があまりなく，Blog記事中

は常時追加削除されうるニュースサイト上の特定の記事に参照

していることが多く，Googleのような検索エンジンではそのよ

うなページが結果として返されてくることが少ないことが原因

ではないかと思われる．

• 上記のような Googleを介したアプローチの問題点を補

うものとして，Blog情報を用いた緩和アプローチを用いること

ができた．Blog情報を用いた緩和アプローチにより，該当する

検索結果の件数を大きく増やすことができた．またそれらの多

くは検索キーワードと内容の深い Blog記事と参照先ページで

あることが多く，適した結果を返していることを確認できた．

• 単に該当するような Blog記事からの参照先ページのみ

を提示するのではなく，ページと該当する Blog記事・カテゴ

リの情報も同時に提示することにより，ユーザに参照先ページ

に対する一つのとらえ方を文章の形で与えることができている

と思われる．Blog記事の内容が書き手の独自の視点からの感想

という形になっているため，ユーザに参照先ページの内容理解

をより深めることができた．

• 逆に，Blogの記事の内容が，本論文で想定するような書

き手の独自の視点による文章と特定の他のページへの参照とい

う形式ではなく，参照先のページをそのまま引用しただけのも

のがいくつか見られた．これは，参照先が一般的なニュースサ

イトの特定の記事である場合にのみ見られた．

• 現在はプロトタイプシステムのため，ページと Blog記

事とタイトルと書き手の名前をそのまま表示する形を取ってい

るが，これらはユーザにより効果的に見せる必要があるため，

そのための手法を検討する必要がある．

これらを踏まえ，今後改善していくべき点として以下のもの

が挙げられる．

• 今回はおよそ 1200記事ほどを対象とした解析を行った

が，Blogクローラを通じてより多くの Blog記事を取得し，そ

れらを対象とした解析を行う必要がある．これにより，Gogle

的アプローチでも該当する結果を多く提示できるものと思わ

れる．

• 熟知度の重みや Blog記事からのページへの評価の度合

いを考慮して，結果として提示するものをランキング表示して

いくという本論文中での提案手法を，実際に実装し検証する必

要がある．

• 現在 Googleを介したアプローチで数十秒，Blog情報を

用いた緩和アプローチで 10秒ほどの処理時間を要するため，最

終的に Webアプリケーションとしてユーザに利用してもらう

ためには，これらの処理速度を改善する必要がある．

• ページと Blog記事情報を効果的にユーザに提示するた

めに，表示方法を工夫する必要がある．例えば，似たような意



見を持つ Blog記事同士は一つのまとまりとしてクラスタリン

グした結果をユーザに提示することなどが考えられる．

• 現在は，システムを実際に利用するユーザの視点での主

観的な意見・考察にとどまっているが，より客観的に提案手法

の有効性を示すために何らかの数値的尺度を取り入れる必要が

ある．検索システムの制度を評価するための指標である適合率・

再現率を基にしたものが考えられる．

6. お わ り に

Blogサイトのカテゴライズや新着記事のあるサイトの提示・

どれだけ多くの他の Blogサイトに紹介されているかなどを一

元管理して提示するための Blogポータルサイトが現在いくつ

か立ち上がってきているが，Blog記事そのものを利用して書き

手の熟知度を計り，またそれを利用して参照されたWebページ

の信頼性を推定する手法はまだ提案されていない．また，これ

らの手法を取り入れて検索エンジンをより改善するような試み

もまだなされていない．本論文ではそのための手法について提

案を行い，またこの手法を実践するプロトタイプを通じて考察

を行った．これは，今後も増え続けるであろう Blogサイトを

システムが有効に活用するための利用法の大きな一つであると

思われる．

提案手法ではキーワードの属するカテゴリ情報を用いたが，

複数のキーワードを基にする場合や複数の異なるカテゴリが候

補となった場合に，どのようにすべきかという問題も残されて

いる．それらも含めて，Webコンテンツの信頼性の提示手法や

ユーザの入力するキーワードの拡張手法についてもより検討を

重ね，さらなる改善に取り組む必要がある．
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